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Ⅱ－１－ PFI事業と従来型の公共事業の比較

と、事業によって期待される効果 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24字×25字 

○解答欄の記入は、1マスにつき 1文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに 2文字を目安とする。 

← 解答する問題番号（１から４）を点線の枠内に必ず記入すること。 

●受験番号、技術部門、選択科目、専門とする事項及び問題番号の

欄は必ず記入すること。 

（ １ ） P F I 事 業 と 従 来 型 の 公 共 事 業 の 比 較 と 特 徴  

 比 較 と 特 徴 と し て 、 次 の ３ 点 が あ げ ら れ る 。  

１ 点 目 は 、 財 源 で あ る 。 従 来 型 の 公 共 事 業 の 財 源 は

す べ て 公 的 資 金 で あ る の に 対 し 、 Ｐ Ｆ Ｉ 事 業 の 財 源 は

民 間 資 金 を 活 用 す る 。  

２ 点 目 は 、 運 営 で あ る 。 従 来 型 の 事 業 で は 、 安 定 し

て 公 共 サ ー ビ ス 提 供 が で き る 一 方 、 Ｐ Ｆ Ｉ 事 業 で は 民

間 の ノ ウ ハ ウ や 、 創 意 工 夫 に よ る 効 率 的 ・ 効 果 的 な 公

共 サ ー ビ ス の 提 供 が で き る 。  

３ 点 目 は 、 リ ス ク 負 担 で あ る 。 従 来 型 で は 、 公 共 セ

ク タ ー が 全 リ ス ク を 負 担 す る が 、 Ｐ Ｆ Ｉ 事 業 で は リ ス

ク を 最 も 効 率 よ く 管 理 す る こ と が で き る 者 が 当 該 リ ス

ク を 分 担 す る 。  

（ ２ ） Ｐ Ｆ Ｉ 事 業 に よ り 期 待 さ れ る 効 果  

① コ ス ト 削 減  

 民 間 事 業 者 の 資 金 と ノ ウ ハ ウ を 活 用 す る こ と で 、 イ

ニ シ ャ ル コ ス ト や 運 営 コ ス ト の 削 減 が 期 待 で き る 。  

② 効 率 性 の 向 上  

 市 場 競 争 原 理 に よ り 、 効 率 的 な 社 会 資 本 整 備 が 可 能

で あ る 。 ま た 、 設 計 か ら 運 営 ま で 一 元 的 に 管 理 す る こ

と で 、 事 業 全 体 の リ ス ク 管 理 も 効 率 的 に 行 え る 。  

③ 経 済 の 活 性 化 ①  

 従 来 の 公 共 事 業 を 民 間 に 委 ね る こ と や 、 他 の 収 益 事

業 と 組 み 合 わ せ て 事 業 を 行 う こ と で 、 民 間 に 対 し て 新

た な 事 業 機 会 を も た ら こ と が で き る 。 ②   以 上  



 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24字×25字 

① 従来方式であっても、仕様発注されるので、社会に投下される公共資金は、そんなに変わらないのでは

ありませんか。民間資本を活用するので、短期的に見れば小さいとも言えます。 

② PFI の効果は、主に３つです。記載にある「コスト」、「効率性」に加え、一般的には「サービス」で

す。社会資本の効率的整備のほか、同じコストで質の高いサービスが得られること、または同じ質で安

くできることがメリットです。 


